








試験 1－4では 8日齢のブロイラーを用いた。試験 1－3ではそれぞれ飼料メチオニン
（Met），アルギニン（Arg）または蛋白質量が不足，至適，過剰の 3段階の飼料を摂取
させた。試験 4では Arg量が至適と過剰，Met量が不足と至適の 2×2要因解析法により
飼養試験を 7日間行った。最終 3日間の排泄物中 Crn 量と肝アルギニングリシンアミジ








た。試験 3 では排泄 Crn 量および肝 AGAT 活性いずれも飼料中タンパク質量の増加にと




ると推察された。コノハズクでの再現性を確認した試験 5および 6では，排泄 Crn 量は
ニワトリヒナの排泄 Crn量と同様に有意な変化を示し，肉食性鳥類においてもタンパク
質アミノ酸要求量推定の指標となる可能性が示された。 
